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１．はじめに 

 利用者減少の傾向が続く中、各視力障害センターが将来にわたって安定的に利用者を

確保していくためには、利用希望者にとって、他の近隣養成施設にない優れた特色をも

つ魅力的な施設へと変貌していくことが求められている。 

 とくに、利用者の就業先に対するニーズが多様化している一方で、資格を取得した後

の就業先は、景気低迷が長期化する中で今後さらに先細りしていくことが懸念される。

そうした厳しい状況中、いかに利用者の満足を得る「進路支援サービス」を提供できる

体制を構築していくかが火急の課題であると考える。 

２．問題点の分析と課題(資料１参照) 

 毎年実施している進路希望調査にみる就労先に対する利用者のニーズは、従来より開業や治療

院勤務が中心であったが、近年は、高齢者施設やデイサービス事業所など、超高齢化社会の時流

に適応できる職域に対するニーズへとシフトしてきている。しかし、実際の就労先は、グラフ－

１の示すとおり、利用者の希望とは乖離している状況にある。この乖離を解消するためには、ハ

ローワークや既存の就職先からの求人だけに頼る就労支援からの脱却が必要である。 

３．取り組みの概要(資料２参照) 

 「職域開拓戦略チーム(教務課２名)」を組織し、今回は試行的にデイサービスセンター事業所

に対して資料２に示す取り組みを実施した。  

４．実施結果と考察・課題(資料３・４参照) 

 ①取り組みの結果、新たに 11 名の求人と２名の採用を得ることができた。 

 ②活動していく中で今後解決していかなければならない多数の問題点や課題も浮き彫りとなっ 

 た。これらを踏まえて今後より精度の高い取り組みを検討する必要がある。 

５．おわりに 

 今回の活動を通して、デイサービス事業所のマッサージ導入に対する潜在的需要が高いことが

明らかになった。しかしこれを利用者の就労先として育てていくためには、まずは事業所に対し

てこちらから積極的にアクションを起こさなければなにも始まらない。ましてや、新たに需要を

生み出すためにはことさらである。こうした事業所への積極的なアプローチは、今後ますます厳

しさを増していくであろう経済状況の中にあって、利用者の多様化する就労ニーズに応えていく

ためには不可欠であると考えている。 

 今後も、同様の手法を用いで高齢者施設や医療機関、一般企業などに対する取り組みが可能で

あると考えている。しかしこうした活動の継続にあたっては、進路支援担当者のみならず、施設

全体として人員配置や予算措置などのバックアップ体制が必要である。 

全施設一丸となって利用者にとって魅力ある施設づくりに取り組んでいきたいものである。 



【 資 料 １ 】 

１．問題点の分析と課題 

(１)就職先に対する利用者ニーズの変化(表－１参照) 

(２)利用者の希望と実際に提供できている就職先との乖離(表－２ グラフ－１参照) 

 表－２は、表面上の就職率がよい数字であっても、それが利用者の満足度を示すものとは限ら

ないことを示している。利用者から真の満足を得るためには、この乖離を埋めていくことが必要 

であると考えられる。 

(３）ハローワーク等からの「待ち」の求人には限界 

 ハローワークより得られる求人は、利用者が抱いている就労先の希望とは大きく乖離している。

利用者のニーズを満たす就労先を確保するためには、こちら側から積極的に企業にアプローチし、

①求人に対する潜在的ニーズを掘り起こす作業と②新しいニーズを生み出すための工夫と取り組

みが必要。 

(表－１)                   (表－２) 

(グラフ－１) 

主な業種の就職希望率と実就職率の推移
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【 資 料 ２ 】 

○具体的取組み 

 「職域開拓戦略チーム(教務課２名)」を組織し、今回は試行的にデイサービスセンターに対し

て以下の取り組みを実施した。  

 

 ①マーケティング調査～兵庫県下に所在する各業種事業所のリストアップ作業(表－３参照) 

 ②既にマッサージを取り入れ利用者から高い評価を得ている事業所をサクセスモデルと位置づ 

 け、神戸センター近隣の４施設に対しアンケート形式でのインタビューを実施。 

 ③前項インタビュー内容を基に、対象事業所に送付するＰＲリーフレットを作成(図－１参照) 

 ④作成したリーフレツトとアンケート(図－２参照)を、兵庫県下 880 事業所を対象に送付。 

  送付スケジュールは、地域ごとに３回に分け、23 年度は神戸地区と姫路地区、24 年度は阪 

 神地区に対し送付。 

 ⑤上記アンケートの回答内容から得られた視覚障害者を雇用してマッサージを導入するにあた 

 って事業所が抱えている様々な不安や疑問の解決に供するよう「マッサージ導入の手引き」 

 を作成。(図－３参照) 

 ⑥返信されたアンケートで詳しい説明を希望する事業所を訪問し、上記「マッサージ導入の手 

 引き」をもとにプレゼンを実施。 

 

 

 

(表－３) 

 

総数
老人

福祉施設
老人

保健施設
予防

デイケア
デイケア

予防デイ
サービス

デイ
サービス

総数 1445 1028 68 48 177 180 274 281
東灘区 198 124 8 4 26 26 30 30
灘区 164 90 5 3 17 17 23 25
兵庫区 123 83 5 4 9 9 28 28
長田区 120 75 6 3 9 9 24 24
須磨区 137 96 7 5 16 16 25 27
垂水区 154 148 8 7 24 24 42 43
北区 140 133 10 10 23 24 32 34
中央区 255 104 6 5 27 28 19 19
西区 154 175 13 7 26 27 51 51

介護施設
病院・
診療所

神戸市内施設数



(図－１) 

 

                 

 

 

 



(図－２)  
 

アンケートご協力のお願い 
 

デイサービス事業者各位 
 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

 当センターは、厚生労働省が運営し、視覚に障害をお持ちの方に

対して、あん摩マッサージ指圧・はり・きゅうの国家資格を取得い

ただくことを通して職業的自立を支援する施設です。毎年、多数の

卒業生が国家資格を取得し、各方面で活躍しております。 

 さてこのたび当センターでは、進路支援の一環として、デイサー

ビス事業者の皆様に、事業所で提供するサービスの一つとしてマッ

サージを取り入れることの効果やメリットに目を向けていただく

ためリーフレットを作成いたしました。是非ご一読のうえご検討い

ただければ幸甚に存じます。また、簡単なアンケートを同封しまし

たので、ご記入のうえ同封しました返信用封筒またはＦＡＸ・メー

ルにてご返送いただければ幸いに存じます。(FAX 番号、メールア

ドレスについてははリーフレット裏面をご覧ください。) 

 お忙しいところ恐縮でございますが、当センターの自立支援活動

の主旨をご理解いただき、ご協力を賜りますよう重ねてお願い申し

上げます。 
                                  謹言 
 

平成２４年９月１４日 

神戸視力障害センター

進路支援担当

 

  

《《  アア  ンン  ケケ  ーー  トト  》》 

 

事 業 所 名  

事 業 所 住 所  

電 話 番 号  

担当者様ご氏名  

     
※該当するものを○印で囲んでください。 

◎Ｑ１－１．現在、デイサービスにマツサージを取り入れていますか。

        は い       い い え 
 

 ※(１－１．で「はい」と答えられた方のみ) 
 

 ・Ｑ１－２．マッサージを担当しているのはどなたですか。 

     マッサージ師 理学(作業)療法士 

その他(     ) 

 

 ※(１－１．で「いいえ」と答えられた方のみ) 
 

・Ｑ１－３．将来的にはマツサージの導入を検討したいとお考えですか。

      は い      い い え 
 

◎Ｑ２．障害者を雇用する際に利用できる助成制度についてご存じです

か。 

        は い        い い え 
 

◎Ｑ３．今回のご案内についてもっと詳しくお知りになりたいですか。

 は い      い い え 
 

◎Q４．ご意見・ご質問などございましたらご自由にご記入ください。
 

 

ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

(図－３)  

 

デイサービス事業者様へ 

 

 

 

 

～ マ ッ サ ー ジ 導 入 の 手 引 き ～  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立障害者リハビリテーションセンター自立支援局 

神戸視力障害センター 進路支援室 
                                         
                 〈平成２３年８月〉 
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【 資 料 ３ 】 

１．実施結果と考察(表－４参照) 

①全発送数 880 事業所のうち返信があったのは 68 事業所で 7.7％であった。(当初の期待率を５ 

～10％に設定) 

②既にマッサージを導入しているのは 27 事業所で 3.1％であった。 

これらの事業所については、今後業務拡大や退職などによる人員補充の可能性をもつ事業所と 

して位置づけられる。 

③将来的にマッサージの導入を考えているのは 20 事業所で 2.3％であった。 

 これらの事業所については訪問を実施し、導入にあたっての不安や疑問に答える活動を継続す 

ることで、将来的な採用に結びつくことが期待できる。 

④現時点においてマッサージの導入を検討していない大部分の事業所についても、今後も継続し 

て導入のメリット等を PR をしていくことで、新たな需要を掘り起こすことも可能であろう。 

⑤本活動を通して得た求人数は、23 年度分で 11 名。また実際に 23 年度卒業生２名が採用に至  

 っている。 

 

 

    

(表－４) 

 

神戸市内 姫路地区 阪神地区全地区
発送総数 313 285 282 880
返信数 27 24 17 68
返信率 8.6% 8.4% 6.0% 7.7%

既導入 12 8 7 27
既導入率 3.8% 2.8% 2.5% 3.1%

将来導入検討 5 9 6 20
導入検討率 1.6% 3.2% 2.1% 2.3%

訪問実施数 14 9 23
求人依頼数 8 3 11
採用者数 1 1 2

H25.3月末迄
に実施予定

デイサービス事業所へのPR活動実施結果集計

H24.11.1現在



【 資 料 ４ 】 

２．問題点と課題 

①訪問日時調整が思うように進まなかった。 

 デイサービス事業所では､日々の業務が多忙で、対応できる代表者や担当者と面談できる日にち 

や時間帯が限られ、こちら側の訪問可能な日程と事業所側の都合さらに配車に関わるスケジュー

ルのマッチングが難しく､現在のところ、訪問を希望している事業所について、訪問を完了できて

いない。 

 

②活動の中で得た求人依頼数が、デイサービスへの就職希望利用者数を上回り企業側のニーズを 

充足できていない。 

 昨年度の卒業生については、総数で７名の求人を得たが、地域、年齢、視力、勤務条件等が折 

り合わず内定は１名にとどまった。しかし、次年度以降の就職先のストックとして期待できると

考えている。 

 

③就職を希望する利用者と事業所が求める人材が一致しない。 

 施設の利用者が高齢者であることから、安全確保の観点から比較的若く、動きのとれる弱視者 

を希望する傾向が目立つ。 

 

④雇用形態や雇用条件が利用者の希望と一致しない。 

 ａ．10 人定員など小規模な事業所が多く、フルタイムの雇用より、必要な時間帯にスポット 

  で活用できるパートでの雇用に対するニーズが高い。 

 ｂ．事業所により雇用条件に差があり、特に給与に大きな格差がある。 

  フルタイムの雇用では月給 200,000 円前後と賞与が 3 ヶ月分以上支給されるような事業所も 

 ある反面、パートでは時給 1,000 円～1,200 円程度が一般的。 

 

⑤利用者の通勤が困難な地域に立地する事業所が多い。 

 比較的中心部から離れ､公共交通機関での通勤が難しい事業所が多く､通勤手段の確保が課題と 

なる。 

 

⑥事業所がマッサージを導入する主たる目的は、介護保険等からの直接的な収入である。しかし､ 

保険報酬が低く抑えられ､今後もその増額が難しい現状では、給与等の経費に対して採算がとれな

いため導入を見合わせている事業所が少なくないことがわかった。そこで今回の取り組みでは、

事業所に対して発想の転換を促す取り組みを実施した。つまり、マッサージという付加価値をつ

け商品価値を向上させ、利用者の満足度を高めることにより顧客増加につなげ、事業経営の安定

化を図るという考え方を提案してきた。今後も継続してマッサージへの新たな需要を掘り起こす

取り組みを展開していくことが必要であろう。 


